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ab面に垂直な磁場で 

垂直成分(ηv)が誘起 

Sr2RuO4-Ru共晶の3K相を対象として界面超伝導の
磁場誘起chiral転移を、秩序変数の磁場依存性か
ら説明した。秩序変数のH-T相図は、実験でのゼロ
バイアス異常H*を定性的に説明することから、３Ｋ
相のonset温度近くではバルクchiral相とは異なった
non(weak)-chiral状態である可能性を支持する。 

共晶系Sr2RuO4-Ru の３Kelvin相における 
                                      界面超伝導の磁場誘起カイラル転移 

兼安洋乃 (兵庫県立大学 物質理学研究科) 

EX18703 (大阪大学サイバーメディアセンター推薦課題) 
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トンネル微分コンダクタンスのゼロバイアス異常H*との対応 
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の条件 

超伝導秩序変数のH-T相図 

自由エネルギー磁場依存項の効果を調べて、H//cでは垂直成分の
誘起した２成分秩序変数の状態がエネルギーを下げることを調べた        
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３Ｋ相モデル（Ru界面の影響；p波超伝導） 
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超伝導の秩序変数 
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Ginzburg-Landauの超伝導自由エネルギー（p波２成分・D4h対称） 
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        磁場誘起chiral転移（クロスオーバー） 
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Sr2RuO4 Sr2RuO4-Ru共晶 

共晶系 Sr2RuO4-Ruの界面超伝導（３Ｋ相） 

超伝導の自由エネルギー 

磁場誘起カイラル転移 

ηｔ;界面超伝導（3K相）の始まり   

臨界磁場Hc2  

ηvが現れる；時間反転対性の破れ 
トンネル微分コンダクタンスの 

     ゼロバイアス異常H* 

H//cにより垂直成分ηvが誘起 

non(weak)-chiral相が消失してchiral相に転移 

クーパー対の軌道角運動量が時間反転対称性を破る
(chiral転移) 

M.Kawamuraet al. JPSJ 74, 531(2005) 
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大阪大学サイバーメディアセンター 
SX-ACEによる数値解析結果 

Ginzburg-Landau方程式 

共同研究;  榎田裕也(兵県大物質理M2),Manfred Sigrist(ETH) 
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H//cによる時間反転対称性の破れ 
non-chiral相が消失しchiral相となる 


